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寸暇を利用し、二思い出したやうに筆を去るだ
予め、諸が前後しか、・連絡がなかったりする恐
上れがあるo 同じを. とを繰返す子. とを極力避けて
:  ・はいるが・多忙な中を割いて書いている. ためか
幸読み返しみると或は畢複のふころがあっ即、
三・まは重要なことが鉄耽たりするがと. 恩ふらこれ

. ヽ ●

/

は纏めたのちに訂正レ幸いと考えているo ●
. ・

・● ・ 輸 ・. 了㍗

偉大なるアメリカ人ジェフリース
:  1 9 5 0 年のメタル・不雪ガレ字詰を読んでいる

雪と冶金聾者の動向の項に、ジェ’三ジェブリ- ス(
詳: Z . . J e 紐i 碑) のごとが記載されているのを蔑見
らしだo 同氏の業績については度々書いた。がふ
̃ とれで同氏の最近の動勢が明かになづた。それ
には亥のやう“に書かれている。 ・ .  .

. アメサ●カ金属協合( Ame r i c a n  S o c i e t y  f o r

: 蘭e t a l s ) ・の会長は名著職の- ? である。が同氏
. は教職、冶金及化聾技術者で研究の指導者、業
務の管理者として全く多忙な生活を蓬かつつ含●
長の任を全うしたo この偉大なアメリカ人に、

ジェフリース氏を素描して見たもの翻; 実物はも
つと好々爺らしい頴をしてゐられる・・・・・・∴西村

●蜂飾. 勘で・粗十両㌦布)
・・ ` ∴∴∵ . .

ヽ

● ● 一◆

会 史- ( 第2 9 回) ∴

. 村 ÷秀 雄
/

. i

市民として輿えられる政府の按興の最高メダル・
功績賞が輿えられた。また最近ジ∴イ( G e n e 富・
社長弧叩轟c ) 合祀の化撃部門の人々がピッツバー
グに集って、同氏が副祀長と化聾部長を遅くにl
嘗って記念の覗賀合を開窒同氏の隠退を惜しん ‥

潅。この記事を霞んで同氏が教育顧問団ので員
・として京都大聾を訪れたとき、その東通の役を
なし長のを思い浮べた。丁度二年前の十二月で
’あった。暗和廿五年も十二月となって、去り行
く. 多事な年のこと、恭るべき年のことを思ひつ
つ、また藷金属史を薔きつづけることに・した‡ - . .

軽合金トム、の刺戟
’●. 宰ム合金は喧偉さ打たがため、海外までもそ
のエユースが偉めって猫邁などでも問題となっ
た。. しかし應力割れの問題が解決されてなかつら
だので、費用にならなかった○

しかレトム合金が圏. S . Dの誕生の動機を遭っ
たことは明白であるから、松永陽之助氏が昭和

●十年十二月十三日に申請したアルミニウム合金
を鼓に紹介したい: これはマグネシウム3 - 6 劣
亜鉛6 - 1 4 %、銭0 . l - 0 . 5 劣、 ’珪素0 . l - 0 . 了%、.

マンガン0 . l ・一1 . 5 . %、チタン0 . 1 」0 . 5 」彩、ニッケ

ル1 - 5 坊を含むアルミニウム合金で、熟慶要す
. ると抗張力8 0 k g 佃m2 になるといふのである。

この特許は珪素と銭とば不純物あ範画であっ
て、ニッケルが加へられてこるこらが異るもの
であるo チタンはこれも地金に含むものとして
’考へられ. マンガンが添加されている雑は丑合

. 金、●サンダー合金同様である。唯、時期割れに,
関して墜憲の歌われていなかったことは、その.  ・
記述から知ることが出来るが、惜し亘とであ
った〇

二 績いて住友の醒力軽合金’
‾かような松永陽之助氏のトム合金に刺戟され

1 ) 5 7  ( 1 9 5 0 )  3 練) ∴∴∴雪)  ・特許1 3 1 0 8 e 号

( 1 0 )  .
/ b  ・- / ユ



′ ’ ′三六・- , ・・ ・′
了∴∴∴ふ

●・’・′- ミ ー
● : ・・  ・ . ・・・ 予

て. 任を金属工業株式合祀の研究所では五十嵐
勇と北原五郎氏が、この合金の欠難である時期さ
・割れを示さないやうなものの探究に努めた。
. その結果生れたの. が昭和十一年六月に出願さ 二

重に鍛錬用強力寧合金で争って、 ・昭和十五年二
親こ特許になっている。 - ・ ∴. . . .

し その合金の成分ぼ:
アルミニウム残分
亜 二・錐 ∴3 - 2 0 %
・マグネシウムl - 1 0 形
∴銅 ∴ ●へ. 亀- 3 . %●

●-  l

′
、

クロム- : 0 . 1 - q . 2  ’●“ ∴ ・● - ● ●、● ●

ー マンガン・ 0 . ・」- 0 . 2

を含むことカ華苑るといぶもので、竣0 」」5 0
るCで焼大して1 2 0 - 1 5 0 o C で焼戻して用いる0
. それによって浣張力は学- 了4 鴇佃皿2 伸び6 -
1 9 劣を示すが、’時期割れの恐れがないといふも
のであるら - ‾● ・

し, また昭和十二年九即岬附て車十嵐勇及北原・
五郎爾氏の名で張力軽合金の特許が申請されて・
「 ・いる。それによると亜鉛壬- 2 晦、’銅1 - 3 琢
マグネシウム1 - 3 劣、チタニウム0 ・0 1 - 0 ・5 第、・

÷ン卒ン1 ・2 一緒・残部アルミェサムと●いぶ合
・金で、強力で時期割れの生じないのが特色であ

.  ・るとなっている。

∴既出璽合金との差異
チタニウム. 0 . 0 1 - 0 . 5 %を加へて鋳造村の組

へ. 韻を細かくし. . マンガンは時期割れを防止する
究めに加へられたのである。元葎この系簿の会
. 金は既に菜園でE 合金、猫選でサンダー合金と
して霞表されたものに近いもめであってE 合金
一にはマンガンが加へられているが、その量が少
. ぐ0 ・5 努であるから、これでは時期割れを充分
に防ぎ得ないので、 1 . 里- 3 劣を加へたと講明き

i  . れてある。

この特許の詳細なる読坤こぼ亜鉛8 %、マグ
. ネシウム1 . う劣、銅2 劣、マンガン1 . 5 劣、チタン
の. 0 5 %、アルミニウム残部とらふ脚をあげて、
その抗張力6 0 k 昌/ 血合、伸1 上%を示すとしてゐ

! = : ■

るo .  )

これを松永陽之助氏の昭和十一年七月十八日
申請特許1 3 1 0 鑓続のマグネシウム容. 5 劣、亜鉛

∴’ ・・ .  : 烹窪
9 %、銅了% “鍼0 1 %、珪素0 . 皇劣、 ÷ンガンでご: 二

0 ・8 %ゐ合金力端張力6 0 k g / Ⅲ平、イ勘8 ・手形であ二三-
るのに比べると、. マンガンが多くチタンが加へ● ∴
与れたのみであるから、特別に“これ等の特許が

‾ノ

新しい護兄でなく、. 既に述べたE 合金、サンタ‾’●‾.
. 「合金などの系務を引いたものであったことは、
云ふまで′もない〇
嘗時我が国のヲ酸金属合金製造に王座をなし・:

てい牢任を金属工業株式合祀でトム合金に如何・で’?

祭器嵩霊謹言諾意雪
接近しているから、. と、にかく如何に急いで賛験●言

されたかがうかが肋る〇・・∴ ・ ・∵葦
∴- ∴E . S Dの葦かな足跡.  - ・ 、. 丁子
・. 住友金属工業ではこれかもとでE ・S ・Dと穂す 一

・る超積力軽合金お菜化するや至づたのでお吉予言. :
I 了かくして“E . S . Dは特詳1 3 5 0 3 弛よって生れた●言
ものであった。●これが航窒機材として翻され、.

’るまでには幾多ゐ障壁もあったであらう。多く 二

の努力が勘われたであらうと想線する○また時十
期割の心配は完全に沼失した講ではなかったら ∴

しく、時には問題となった話も闘い却く、そか
ため主として型材として利用された〇

・二のE ・S ・Dに関する報復の海外での批制など. 一
に関しては・やがて書くこ・とに与かこ。. こ?
E . S . Dは彗星のやうに突然軽合金鄭こ華々しい
足跡を残しだが、戟寄と共に清え去った○薄ら;
. く我が園で今後はその姿を示さない禄らう∴痘.
室磯はもう製造出来ないo 出奔る時代が不言も.
航空機の進歩はもつと異った資材の要求をする二
・だらう。
●

ここで、また時局の襲鶉に眼を韓ずると昭和・
十二年に支那睾菱が起って漸次軍閥の世界にな
った。政特は苺菱の不讃大主義を宣言しながら.
事饗は韻大の蓬を辿っていた。尊饗の進行とと ・

も榔斯く各種の統制が始まり、先づ篤替管理、
輸入規制などが行ほれた。

親撃審議合のこ と

昭和十三年になって企劃院が内閣直属楼閣と
して穫足した。それに伴って科壁藩譲合が設置,

8 )  ●特許1 3 5 0 3 6 号‥- ●
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を尋された。その、日華するところは諸外か. ら資
緊●料の輸入軸羅す締れ締るのみでなく、糞・
●‥∴源に乏しい我が園靖から考へ千滴洲、朝鮮を合-

; ’ め、園内資源を以てまかなうためには新しい科
二重撃の力を借る必要から賓渡の開稜利用、代用賓
●′′了
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材の徳満な. どにつき検討し∴内閣に進言するだ
の

白
め
・
役

二
子 もので、・政府に封す岩層胃「種のプレンめ

をなすものであった。初代合長が時の総理
大臣海衛文麿氏で瀧正雄氏が委員長、井関金属
部門は渡邁俊雄博士が主査どなって、. 仕草をし
暁。●言上∴・、 ∴了∵
・● ・i ・従来かかる審議合の委員には殆ど東京大壁の

二・・’人々が任命ざれ、鞄方? ものは全く預り知ら漁

法請託崇謀霊藷
撃諾窯業窯露語器

たる純理大臣官邸での総合で謹言を許され、多

‡書芸苦く・誓聾といふ畢らi
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∴●電解マシガンの生産・∴・
一書÷亭●∴言・点 ・・ ・・

∴- もっとも毎月一回の小委貴命は気楽な合食で
・ ・あったから: 自由に謹言を. したも井関金属に闊
する問題のうちには筆者の革案で答申案に採用
されたものは可なりあった。ナノとミニサム製錬
についての問題などもその- つであった。嘗時
・筆者の教室で自分の譲葉で西原清廉教授にマン

ガンの電解製錬を研究して軍づていだ。そのエ
ヽ ● ●●

業化が可能なことから・新潟螺中頚城郡田口に
ある中央電気株式食味で工場を造ることにたち
ていたが・これが進捗したのも、また電解マン
ガンの製造が各所で行われるやうになったのも
矢張り科馨審議倉の答申によるこ. とが甚大であ・ "
づたと考へている。
・●縫恭軽合金に用いるマンガンはマン雰ン鍼を」
用いていた。その後電気炉製錬で純度9 8 窄穫慶●こ
のものが出来てそれが用・いられていたが、. これ♪
一には我が国には少い可なり高品位の二酸化マン
ガンの銭石が必要である。しかし電解マンガン.
は茨酸マングン鍍石で、 ・比較的品位の低いもの・
が利用されることが出奔て、資源の利用と・いふ
難から. も考へるべきことであったo ま・た、. 純度・
は9 9 . 9 劣は保護し得たなら、軽合金特にマグネ
ギサム合金に加へるのに都合がよがった。矢張・
りこれも軽合金史の二頁に書き残すべき仕事で
為ったo ● ∴
しかし電解マン尋ンの製造も絡戟とともに申.

止された。米国では轟々盛んに製造されつつあ.
るが、’我が国では再開される日があるか、疑問.
であるのは淋しい。’( 以「誓言)  ∴ ・∴∴・

●アルクラツド享覇 大塚の南海軍鉄は今夏まで
に一編l ; 3 0 0 万円の予算で外装を総てヂュラ芯のアル
クラット榊こした大型車( 定員1 5 0 人、長さ2 0 栄二幡

2 ・8 0 米)  6 輔を完成するe .  _ .  ′

● : 藍金属板製品
I

板東アル. ミュウ壬株式禽庸
‾●

ヽ

堺市大濱南町九九番地
電話堺一四・六〇番

題函園患
● アルミニウムアルマイト 製品

城南アルミ÷. ウム株式食前
’●

取締役駈長 井 竜三∴叉∴∴茸’
雷務取締役 芦 田 菜∴安 部

・大阪市西淀川直姫島町一五〇番艶
寓話淀川⑰二二五五一一二五八番・

.  ( 1 2 )
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京大教綬王将、 ∴西

. アルミニウム合金の加工材の規格成分を寄り’、
た。各国で、 ・どんな合金を採用し確かを説明し
た。如、で同・簾に鋳造材も書かね時ならぬ。’鋳
造材もいろいろと用いられて衆たか子・結局加工
材よ一丸は使田される合金の種類が狭く限毒され
て衆た。鋳造材は鋳造のまゝ使用するこ. とが多
いから・その機械性質の特に優れたものは少な
くア) レミュウヰ合金なら・錆放しのまゝで引張
強さ. が2 0 k g 佃皿確度以上を越すことは少い。
韻度と亘うことより湯流れのよい、鋳物の仕易
いものを選ばれ、特は輯力を必要とするものは
熟度理を施し得られるようなものが選ばれ、使

・室袷の兢窒エンジンのクシク、ケースが鍛
造材で造られて、、水冷のクランク、ケースのみ
が鋳物となったために∴三野二は特に接ぎを要
求されるなのが少くなった。またこの華度の積
さとして設計された。

∴米国の 箆
第・

会合軽
・

‥
用
・
表

.
蓮

1

成分∴ %
合金名 A i  c u  s i ∴町g
( A l c o a )

1 9 5 ∴∴琵請} ∴4 - 5 -
4 3 〃

’ - 匂. 5 ̃ e

3 5 5  ・ 〃

3 5 6
.
〃

1 . 0 - 0 . 色̃
l . 5 ’ 0 . 6

一
二
一

胱
一
二
一

M
 
n
・
〇
一
一

6 . 5 ̃  0 . 2 ′" -‾
7 . 5 0 . 4

‾ ‾

2 1 4 ∴∴∴〃 - - 3 ・誌く0 ・6 -
1 錆乙∴∴∴ 〃 工0 - 0 .  2 5 - -
1 4 2 〃∴∴∴∴ 4 - 工.  5 - 2

1 9 5 . 〃∴∴∴4 . 5 2 . 5 _ - -
1 3 2 〃 1 . O 1 2 1 . 0  . - 2 . 5

2 1 4  . 仇 - 二〇° 3 . 7 5 - 2 二0

この雛は第l 表に示した米翳の鋳物用合金の
規格成分を見る卯月らがで、以前鋳造用合金と
して廣ぐ屈いられた銅を8 劣含むNo .  1 2 合金は
米国では殆んど姿を治して、砂型鋳物には銅と
珪素とを含む合金が珪素を含むアルミニウム合

金 史( 第3 1 五言‾●

村∴・秀 雄
金が主要のものとなっているo .
これは鋳造革から考えられたものであろうも

注目すべきは、熟慶理で機械性質を改普できる
・ような特に新しい合金も用いられていない。〆

猫選の鐘蓮用軽合金
“これを猫選の規格成分と比較してみると多少
・. 契ったところに嘉がつくめであって、 _ 第2 表に
それを示した。

第 2 表
’ 成分・茄 ・÷. 苦し

・踵額 創 C u  z n  s i  Mg  . N i 勘血∴●

G・A l ・C u 瑳 7 - 9 - - - - (  〇 二・・・

年・A暑〃 2 こ5  1 . 5 - ・二一一、・-
巳 -

・.  、

A l _ C u . N i  〃 ・4
- 二・1 ・5 2 -

G J A l . S i  ∴〃 - 〇二1 1 _ 1 3 . 5  _ _ 一
G . ’1 l . _  、_ こ. 0 . 2 _ ’

1 _ S i . 。。 〃 0 お-  1 9 . 5 一 一・0 . 。
G . 1 l ̃ 0 .  l ̃ 0 .  4 ′}

血・S i ・Mg ・〃
一 一1 3 . 5 0 . 5

-
0 . 6

A l - 噸a ) 〃 ・一 二く1 ・5 2 - 4 二 一

Al ̃ Mg ( b )  ”‾
- - く0 . 6  4 - 1 0  - . くl . 5

血同車( C )  〃・一
- くl ・5  4 - 1 0 一く1 ・5 ●’

斗Mg ・S i  〃
-  ・- く5 0 ・3 - 2  - < 1 ・・5

舞2 表を見ると猫運の規格では以前から用い
られて来た合金が、大彊そのまゝ使用されてい
た。米国では殆んと姿を猶したNo .  1 2 合金も
またドット式合金と縄していた創玄u - C u 系合金
などもまだ使用していたのであろう。規格に瑳
’されている興味あることは、シルミンであって
元来米国から始まって廣く研究され- 時は使用
されたものが、米国では錬り重要兢されずして
軟洲で育った形である。 A l - S i 合金以外にA l ・S i
- C u 合金として、これが合銅シルンン、また

軸一S i ・Mg 合金としてシルミンγが用いられてい
るのかそれである。耐蝕怪合金として血朋g 系
合金か同鞠こ含まれてあることは各園とも同様
であったo -  ・

軍令伺時代伸上0 」生左ウ( 1 9 )
/ ? ㌻ユ0 ′灯



・日本の鍾蓮用軽合金
翻って第3 表に示した我が国の航空親権に示
されたところを比較して見たい。第1 種は米国
規格の1 9 蚤に相嘗し、第2 種は我が国でラヴタル
系合金として知られ一椴鋳造に供されている合
金であるo 近頃は米国でもかゝろ系蔵の合金が
鋳造蛙のよい享めに使用されているが、嘗時は
“我が国で採用されていためで、・ ●この艶は我が国
が先鞭をつけているこ. 六、 、

∴. ・‡∴7 ・・第 3 “∴・「表 - ・ ●

A I  C 調 Mg  ・S l _ . 耳e  N i  M凪
合
金

ア
.
ル
ー
へ
、

鏡
.
物

一
一
ウ
ム
.

計
舞
寵
・
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三 第三雷はシルミ. ンであって第四種はシルミン
予である。シルミンγは英国ふら護賽した合金で
‥あるが、始めは珪素1 2 努程度を目標としていた
・こ. とは猫連の規格からも明かであるが、我が国
ではフランスのG細心e 富の研究によって、. 珪素

了の低いところを官撰としたも これはコバルト・
シルミンと辞していたものは. コベルトが含まれ.

筆書、我が園情に不適嘗とし、これをマンガンに置
: 書換えたもりであった〇第五種はT 合金で第六
; 種は耐蝕性のヒドニチリ草であるo 説明の必
」要もあるまい。 ’’
’英国には度々書いたように損. R 系合金がある
が. その他は大鰐同様のものを使っていたと考
- ぇるd

・ ・’要するに鋳造用合金でも殆んと各国類似の合
竃金が使用されていた。第一次世界大戦が終って

ヽ

上から、航重機の護達権力がそゝかれ、それに
寝つれて材料方面では特殊鋼と軽合金の研究が第
考
∴
∴
-
二

〇
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書
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し
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一に置かれその護展を見たのであって、第二茨
世界大鼓に突入するさでに大罷その合金の便馬
範囲が彊系づけられたと云うべきであった。

軸受合金の研究
・しかし残された方面もないではなかった。軸

受合金の如きがそれであった。乗恭軸受合金は′
ハビット. ・メタルのよ●ぅな白色合金か、合鉛青
銅が墳く用いられていた。航窒エンジンの主軸
受のような高速、高荷重をうげるところではグー
・つ咋ツトと穂した銅、鉛合金が周いられて来
た○かような重要な部分でなく、’ァルミニウム
合金の軸受が用いられないものかというこ●とは
誰しも考へるところであった○我が園では横須
賀の田浦にあった海軍航窒技術厳がまだ技術研
究所であった頃、既に川村宏美氏のもとで京大
’冶金聾科を閉口8 年卒業の西I 「駿一氏がその研
●完をやっていたことを覚えている°その研究が
どの積宴まで進行したかは知らない。 l

筆者はそれ以上と杢く無関係であったが昭和
“・ ・工2 年や卒業論文として吉武賭君にアルミニウム
合金の軸受合金の研究を目標として、軽々の合
・金の磨耗試験をして貰った。まだ久直中揚幕か
助教授として教室に襲っていられた頃であった
から、主としてその指導をして貰った。軸受合
金としては油が切れたとき焼きつかぬことと、
磨り耗頼く少いことが第一に望まれる。荷重に.
耐え’るたけの損度も必要でめるが、それは第二
の蘭越であると考えた。. 簡単な紫電を設計して
乾燥駅態の焼きつきと磨耗の測定を目標に貰験
. を進めた。機械装置が何分車間豪の設計でなく
多くの故障を生じたりした。とにかく材質の比
較は出来たo その結果についてはその後日本金
犀聾合の講演合で稜表した。それには基質とし
て錫を含んだアルミニ’ゥム合金が磨耗量が少く
てよいという結論であった。西川氏の研究はケ
ルメットの紅綬からヒントを得て同様の組織を
量することから、●実損アルミニウムに錫を含む
合金を土台としたものであったかと記憶する。
久恒申陽氏は名言墨大望の開設とともに、そ
の方へ韓任された。袈畳もその方へ譲ったる同
氏が陸軍の嘱託として立川へ陸軍碗室研究所で
軸受合金など繁旨導に行かれたのも吊ゝような
関係であづた。
海外でもナノ示王ウム合金の軸受金が注目さ

“れて・研究され始めたのは1 9 3 了- 1 9 3 8 年頃から

( 〕5 貫に続く)
・,  ※箆者が始め交渉を受けたが多忙のために之は辞退したのであった
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卑人間が持て余す程あってこ金も資材もないの
で機械化は往々春くれるという恰好だと. 思いま
す。そ帥こ他の理由も加はって人数は、同上生
産単位につき略ぼ日本では米国の1 0 倍位使って
ゐる割合になる様であります。比の難は何の千
・薬も共通したところと思うのでありますが、或
. . る米人は日本は労賃が安いからすメ才力の様に
機械化をやったら却って不経済になるだろうと
も云っています芯然し人間は多くなる種謹萱
が複雑化、煩雑化、不能率化する傾向があり、 ,
又それでは生清の向上も出奔ぬ謹ですから、ど
うしても或程度米国式経管に問うべきだと思い
す。. これは軍に工場内だげでなく経蕾峯股に

亘って同様の感じが致し幸す。米国で大小様々
の工場を見ましたが、 ●同彊工場であれば規模、
の大小に拘らず、筐業機構は殆んど同様であり
_ ますが. 日本では大工場になると無闇矢たらに
部課を作って、大量生産の利金を不能率化によ
って滅殺してしまう傾向が、ある様に思うので
. あります,
それから米国に於では、、工場は勘こ輿へられ

長生靂計聾の質行のみを、少い人数ですっきり
した形でやる。研究とか、調査とかは一切工費. .
から離して別の機関でやる°それが米園式であ
あが、日本ではそれが同じところで行はれる、
自然後難化し亨あらゆる方面が中途年端で・能
率的に行かぬ事になると感じました。 ●

・l コ・スト責の豊国. ・
序に、日本と米国との原億の比較もやって見

ましたが、日本の方が商い。そして問題はある
軽度経営内部にもあ彊す。これは何虚までも
膏改善を計らな排叫まな彊せんが、然し経管外
蔀にもづと大きい問題がある様に思はれました
即ち日本の場合は主要原料なるボーキサイトが
い、石英も高い、苛性官選も高い、金利も高

五、というところに大問題があるので、手に負
へないという感が泌々と致した兵籍であります
以上は今回の主要な親祭目的であるアルミニ

ウム閲係の極めて概略な報昔でありますが、●更
我々・が関係して居ります塩化とェール工等の
甥の相手方であるグッ亭リッチ・ケミカル・
ンふ- の各工場を親祭して蓼功ました。仝’

く機械化され、極空紫の従業員に・よって行はれ、曇
る能率的運営は、今後我々の見習うべきものど尋

雪驚
感じた次第でありますo
其の他参考に他産業も多少親察し、或ワシ

ントン政府にも立寄りましたが、全般的に蟄目
盛晴は非常によ・く、官民共に親切で∴従って膝
快に強行出奔重し車事は感謝に堪えないところ
であすす。( 完) .  ’

’( 2 0 貫の続き)

であった。例えば猫選で銅9 - 2 2 劣銭4  - 1 5 劣

オミニウ云陸前という合金が1 9 3 8 卸特許に
なっている如きもので・軸受金として問題にな
●ら: ぬよ●うな合金であるが、かゝる方面にも軽合
金が進出して家元讃壕であった。しかしまだ軸
受用合金として標準となるべき合金は出泰るま ●●

} 剛こ至らなかったo

. 後罷正治博士・? 訃●
1 9 3 8 年は昭和1 3 年であるが、. この年3 ●月には

後藤正治博士が、停年で東大を退かれたが、間
もなく年月3 日に突然逝去された。確か5 月4 日で
あったかと思うが、企劃院の二重で標準審議会
の委員会を閏年ために集ったとき、その話を聞
いて驚いたように記憶している。
博士かその研究生活の後年を軽合金の研究に

. 捧げられていたことは既に同氏の業績の一端と
. して述べだが、博士がまた合金馨の努作を完成
されたことは今更こゝに書き加える必要もない
であろう。非常に丈夫そうに見えた方であった
が、人間の蕎命は誰も韻知が出来ないこまた壊
・知され漁から安心してその日を塗れるので、博
士も恐らくかく急逝されると思って居られなか
? ただらう○惜しいことであったo 我が国に於
ける軽合金史を語る上に、博士のことは忘れら
れない。その逝去の日を記してここに追憶の念
を留どめたい。 ( 以下表号)

( 4 3 頁の続き)

ある。勇断操作の基本的事項は後述するとこ′ろ
であって、此慶では殆ど述べる必要もないか、・
ただ切離された線の形や切覇に要する荷室は殆
ど窒く工具が重し巾ゝどうかに依るものである

. ことだけを. 述べて畳かう。
代表的な勇断工具を第3 2 国に示す。

( 1 5 )
′
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塁●幸三雪幸一蒜義正∴西こし ぐち′ . ∴ . . _ _ ・

薫宣言毒か毒詰二・多売反省を
露壷清人ではそのため誤った道をたどれ
園豪は反省が走ら. か、ために自国の平和を胤だ
レ、・敢て他国の走ら夢を破あである。論語

. - ● ●

に草子郎幸三畢賭しをと薔熱である。ここ●

隷慧蓉発議窪諾
負し勝ちである。’自らの邁のみが正しいとす

誌鶉接頭直毛キ車÷酸の’ぐ ‾ r 二● 「●了} ’ ヽ- 了“- 「・∴1 ‾ ● ●●‾ ‾ヽ- ′ ‾

善導黒蜜誓曇らう少。靂更を顧みると誤
違繰掌墓璽烹‡繋彊寿哩戟窪をする。●

墓室早警さ

‾郊∵. 秀、雄
.  ・ 二

二、を要望された言常時碗重機にはプロペラ、′ビス
賀、“’トン、塞冷エンジンのクランク. ケースなど大型

∴の繋蓮材が用いら●れ亨いた。’, それには1 0 鴫以
二上の欠陥のない鋳塊が要求された。’かやうな大
●型鰭塊となると、偏祈、ピンホシレゐない完全
・な繋塊の多量生産は困難であったo そのためか

・; ∴かる提案をせられたのである。’- ∴.
÷ ●提案に基づいてこの委員倉では大型鐙塊に闘
する分科倉が出奔た。委員合の護足とともに古
河電工の現祀長西村啓道民などはす. 大型鐙塊製

二㌔_ 蓮の委員合奏を法定し、そ中三ついて賛験を進盟
‾- 」●

r ’を- G二一● 〇 ・・ 一でここ一時▼書; ●し● ヽ裏や で. ・・㌦ 〇・で・一 〇ここ■′一、- 〆∴( 賀{ - { ○○ ・} ・ “ 《ふ ‾

千畳を即音志頑には自ら反省墾こ軍籍葦卒ではと塵′指かれた㌻筆者もそ高に養成し- - ● ●●●◆ ←- - 、 / ノ

でなければな癒。・“反省のた琵‡歴史を研

誇語慧謹憲譜二三
繋婦和1 4 年頃の文献を調べると、繰返すやうで
あるが、今の状勢が飴卵こもその頃と似通ふ〇
㌦} 一 - , - 事- ●

一 ・ ・. - 一- . ㌢一

缶園内では各蓮の戦時統制がとられ、国民の間
食。 ′・" _

‾
●

護憲誓書繋三…
・へこふ_ ∫

.

・ - ∴∴∴, . 二

拳固豪は国論を競- して、哉筆のための準備を
幸いポそれ轟昭和1 準( 1 9 3 9 ) 、・ゐ9 月1 日の
やら章ラーのポーランド進撃となってあらわれ
嘉‾’諒で第二次世界大戦の火器が切られた。

笠㌧. 二聾顕の軽合金要員会 ∴

∴我が国の軽金属界もこれがため一層拍車をふ
けられ、護展した。他方撃界でも研究が軍書目
. 的に集中され始めた。日本撃術振興会には軽合
金に関する小委貴命がなかうだから車訴睦年
タになって第3 6 小委貴命か組織されY直接軍事目
的ではなか壬だがヂュラルミンに関する研究を
することになった。委員長は檻輝三博士で、三
島徳七毎時が幹事として華話隼をせ与れた。 ・

二議器諸芸器霊諜薫?
其の頃問題となっていた大型鑓塊に関する研究

_ 二∴∴∴● ’  . , こ く

いたが、具体案に童で霞反しないで何等握る
′’ ÷ ・

・ころなぐ、. 委員が思い思川こ持ちよった偏折に
関する試料を、話し合う程度より研究は進行し

・言、なかったのは遺憾であった〇 ・ ’

・兎恭掌握の小委員会には陸海軍からその方固ま
. の代表者も加はり、製造業者からも雷門技術者:

シ∴が委員となっていた○この工場側からの協力に…
二・・よってこちの仕事を謹めるあは困難であづ毛。毒

霊詰…龍驚議書詣曇
★種に感じられ、. 親しい試みをせんとすると全書

緊薫霊霊誌霊霊業讃
_ .  . なは委員長がこの方面の尋問家でな・く、唯各誓

方面からの琵案をそのままに入れて、何等一貫∴
した研究方針が立てられすして進ん瀞ごめ、研: : ●
究結実の話し合いといぶ結果とな? て、屡々こ
れをある軌道に乗せ、成果を聾げるやうに努力
したが、無駄であった。 _ 〆・つ
かやうな委員会の諸は過去のことで、唯反省

の一端とし、寧ろ大型鎧兜の製造に関して、そ
の頃までの霞蓮状況を避べることにしたい。

チエルビル法……信輔と凝固の問題
元恭アルミニウム合金の鎧塊は純ナノ†ミニウ

ムと同様に傾耕鋳込で造られていたo

2  )

職位碧空与
`
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馨葉騨二葉霊霊薬葉撃寧薫襲とや学友イ雪響墜鶉室を㌢字蓮空
撃麟
は声ラブ’・弄震予言あお撃示三七あるということであった。薄幸字義讃‾一- ‾、 ・・. ・ 、、∴宇土∴ふ?  ‾

繋襲詑董襲議了 ヽ
‾ ・ ●

●
● ●

べき ’ヽ

ろ腿へら坤智∴原雪空黒〔告示ル∴充分で・これに代る三きものとして水冷沈下法幸一. _ _  」 、∴. 言上 - _ 臆 _  .  _ ふ. . _  , ○○置●’:  . j  . 臆 _ し ○○ 臆
十・. .

・: が採用された。 - この方法は矢張り上に薬べたの. 圭.ヽ_ - _ ’1 ●」. 3 . l

幸同様な考えから出護したものせあっ車o . 耐
製鋼所の名古屋工場でも同様な方法が行はれ

三女〇二二等二幸

であったこ’これでは表面の酸化膜などの巻込

中高を亭灘蜜三二●
● ●書. l ●

は除ぐことが出来な
わ偏折は所謂逆偏折であ孝
に露多言毒厨郵葦軍手-  . 臆● _

面に於て. 一一一

壷魂を切断しそ’冨線で講義謁に宮ん∴’を見るの額合を得が、銅板で出釆た鋳型に華三善

繋祭器業務書誌三二寧董葦董藁葺輩
. _ ●. 書手ト ●

′二.

塞重煮ろ三言義議決蓑謹書葦声委
繋紫三言∴

〇・年・ . ●

一書警票差壷議: 書ことになった。- 二∴ ’場

護薫藷嚢護襲撃霧蒜藷蒜葦警- ●- ●■- - ● ● ● - ●‾●

謡葦誓謹話霊謀議● ヽ

‾、- ‾
. ● . ●一◆ ◆㍍- - .

慧煮詰蒜嵩三二葦砦慧嵩岩諾器驚● ● ●ヽ ヽ {

_ ‾ ′● ●ゝ 書誌器器鴛器器霊詩
想的な鍔轍得られるら趣めて徐牢療すお三・’

●i ●

ト ためガスの放出によるピンホールも出来ない。 ・・享

’ヽ l 一・ト●
葛

ま進行した. ∴‡雪
上で宣言∴、・子“ ’㌦.  ’‾
■_ ▼…ここ_ .  . ・・、 ・一

象にあるから二律求のやうな傾獄式の型で行

器器蕎嘉器叢謹言
くやうにしなければならない○要する

こ凝固収縮の, ための引けが生じないやうにする
凝って行

夫が必要であるこ“これに霜がついでかやう
原理で鐘塊を造らんとしたのはチエプリン(

であった。: 同氏の方法はセールレーグ
の著書に紹介されているめで、我が国でも嘗
試みた工場もあった。チエプサン式の鐘塊製
は金型を下方に移動し得られるやうにし、湯
漏斗から流し込み、湯が流れ込むにつれて底

の方から凝固するから、その凝固の速度と等し
く型を下方に移動するのであるo また・碑の流
し込みは型の側壁のスリットから行うて矢張型
を下に移動する。かやう・な方法は注入速度: 型
の下降速度と猿田とのピッチが一致しないと理
恵的走行ふことは困難であるd 失張逆偏析し易

.  ’.  1 )  G e n 。e r s  &  B a i r e y ,  〃C a s t i n g  o f ’B r a s s  I 呼o t 〃

三: ご‡)  Z e 料l e d e r ’〃T e c h o I o g i e  d e s  A l u l n i n i u m〃

_ 型は多少傾科がつけてあったから凝固後容易に 言

. . ・轟塊は取出された。〇 ・ ∴・●「

∴. これには種戸製鋼所の名古屋工場長であった・
・ ・伊丹菜一郎博士が苦心せらたた。住友金璃工業
二二も多少実るところはあったか同様の方法モあっ・
.  ・た。かやうな工場での大型鐙塊が偏折のない㍉
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重たピンホールもないものが製造されたが、モノ
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堅く、何等の護表もなく、ま†こ大型鐙塊に関す
る話も忘れられてし合ったと感じられ、筆者は
編目に研究を進めやうと考へる“やうになった。 ・
耐戸製鋼朋の名古屋工場で見た鐙塊の縦断面
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京大教授工賠 ’西

・人にはいろいろの燐があか隆質がある。撃校
の先生でありながら講義の嫌いな人と、喋ペ. る
・ことは飯より好きで時間を忘れて講襲する人と
がある。自分などは蔀義が苦痛であ? て己むを
得ないから教壇に立っていろものの出奔れば講
義はしたくない。殖ど同じよ. うな. ことを毎年繰
. り返すのであるから、時にはうんざりするので
あるo また喋べるのは可なすの労働であるか・ら
葬れる。丈夫でないとづづふない。. また数人の
畢生. に話をするのと、百人からの聴衆に講演で
もするのでは疲れかたに大饗を差があるo 自分

手は飴り丈夫でないから多塾の聴衆の前では蝶ら
丁ないことにしている〇時には富むなく演壇に立
こ■つが長く螺ぺらないし言えた喋べれない。

●`

∴: 復元l こ闊する宙別讃演
昭和1 5 年( 1 9 ‡0 年) の春であったと謝意する○

盤謀議器器鵠讐霊夢
中二関する話を依頼されて行く手とにきめた。
三、会場喫丸平内の商工奨励館であった。魔小倉
二㌔場がすし詰めで超満員という有様であった○時
局性釜・を般窒櫻製造の必要から、軽合金材料の

「’使用が各方面とも多くなって、勢いその取扱い
●に闊心が高まったので、カさくも多数の人が集ま

- 了つたのだろう。 3 0 0 人以上の襲話者に話をする
ことは、これが始めてであり、またマイクロフ
ォンは役に立たない。勢い大きい盤で話しする
ことになった。 3 時間という長時間に話をする
ため途中で一回休憩はしたが, 可なり疲れを覚
えた。それ以恭こんな講碇はしないから始過で
あり最後であろう。 - つの思い出である。
この時に始めてデュラ元ミンの復元の現薬を

話した。それまでは我が国では復元のことは殆

小
も
ざ
る
一
座
鶉
豊
富

金 言史 ●( 第3 3 回)

- 村. . 秀 ●雄

●
《

・ど注意されていなかった現象モある。
ヂュヲルミンは5 0 0 0 C から水冷して常温で放

置すると時間の経過につれて硬くなる。これが
時効硬化である。この時効硬化したものを2 2 0 0
・C附通で、 1 0 分以内の短時間加熟して水冷する教・
と、時効で硬くなったものが再び5 0 0 うCから焼.
書入れた直後のような柔い朕態に復するのであ÷
って・これが復元の現象である○これを常温放{
置するとをた硬くなるo 即ち復元硬化するのでl粕

∴’一葉復元現象の研究経. 路・・"

宅の現象は初め菜園でグーラ・一女史が1 9 2 揮‡
アルミニウム銅合金で護見、霞表したが、その\
後忘れられていた。再び猫透でケエスダーとカ
ムの華氏により研究され、 ・夢3 8 年のメタル・ク
ンデ誌上に稜表された。亜鉛8 %、÷グネシサム
3 %を含むアルミニウム合金を上5 0 つCで魔人し

- ’2 0 日間時効して硬化したものを2 0 0 0 C で数分聞
知熟し●、水冷する○水冷直後の硬度を測って見官
. と4 5 0 o C で焼大した直後の硬度と大差がないo
i 常温で放置すると再び硬化を始める。これをル′・
ユクビ竺ドゥング即ち復元と種した。
この現象はヂュラルミンにも生じるこ- とをド

レガー卯9 3 9 年に醸メタノ十・クンデ請こ醸
した。何れにしそも復元は時効によってその第
一過程として固溶偉結晶内で溶質原子が移動す
る、その移動した溶質原子が再び蠣殻するため
と考えられた。しかし復元慶理では完全に始め
の魔人釈態に復しない。この廃聖を繰返すと復
元硬化は漸攻減少する。
この話をその謙演でしたのであるがこれは

余り注目をひかなかったらしいo しかし復元の
現象を何かに利用する蓬はないかと考えた。

( 工 独造語でヽ蝿c k b i l ` l 呼というので為って、その後学嬢の小委員会で復元とする提案をして、それ
が用いられた。英語ではr e v e r s i o n とし、ふ。

( 9 G a i l o r ; J .  J 雨,  Me t a l ,  2 8  ( 1 9 2 2 )  2 ] S ( 8 K 6 s t e r  a n 。 K a n ,  1 2 .  Me t a l l k .  3 0  ( 1 9 3 8 )  r 料
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珪素伯晴代佑享子飾り(  2  )
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蚤亭ラルミンや超ヂュ・ラルミン“は時効硬化をす
すてから常温で壁延すると、加工硬化が残ってそ
三三・れだけ硬くなる。若し時効の途中で加工硬化す
∴. ると時効が進達“ないためi それ程硬くならぬ。
こ芳し時効硬化した後に壁廻して硬化・したものを
:  2 2 0 ブq 附通で毀缶加熟し、’水冷する復元慶理を
. するを・’加工硬化の影響がそみき’まで復元硬化
モカ畦じるのではないがと考えた○試みに硬度の
キ測定で賛験して見ると考えた通りであうたる案

● ′
● l ●{ ●

レかし的。Cではもう析出が多少進行するだめ
復元慶理をしても抗張力も伸びも低下する。こ
れは既に護表された通りである。麗人時効し†こ
後年0 劣まで常温で塵起したのみ・これを1 0 0 - 雪
上0 0 C で1 5 分遣加熱してから急冷しそ時効せし
めた。その一例として5 0 密の壁延で1 8 0 - 2 2 0 0 C

∴の慶理のみを第2 表に示すごとにした。仁子∴"

薫震需警護蒜器霊累計
三、訊、かど想壊し罵言二 ・・・

‡・坑張試験をするためには多くの諌片を要し・’二

義器誓器発禁警護駕
蚤撃咋貰った。その結果を少しく薯咋みる
薬十手エチルミンの復元躍結果∴・
亨. ヂ土テルミンを魔人時効したのち2 0 0 0 - 塊0 o
霊Cセ復元運慶をしてから時効した試片の、抗張
力と伸払出第l 表に示したやうであづた。 ・
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・. 第工表を見るとヂュラル・ミンは時効の後2 0 0 0
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印形壁廻したま●まである・と競張力聖k g / 血合
に蓮するが、伸びは8 劣に減じる。これに復元
慶理を施すと1  8 0 へ2 0 0 ♀Cと多少温度が低くし

たものがよく、抗苧力士8 」9  k g ! 孤軍程度で伸
びが1 0 劣以上のをのが得られた。 ’常温加工を施
すと析出を促進するがら、復元の温度も低くな
・ることは考えられることである。

● ●超ヂュラルミンに対する責験
●

また・壇ヂュラルミンに関して同様の賓験をし
た結果から毎0 劣壁延を施し、それに復元虚理を
施したもののみを選び、第3 表に示したのであ
る〇
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・ニ‾ 寸, ‾・、● ●二 ・ ∴・∴●● ● ● ・ ,

言. . 超ヂニラ′とミ予ではかよう校庭理を施すと掠
・張力が5 5 k g / Ⅱ皿2 、伸1 0 形以上のものが得られ
●● “ることが明らかになうだ。これで壕葱が間違つ
ふていなかったことが剣明した。・ ・ ・・
∴ ∴正確鶴亀憶が和、が、確か斎藤大吉先生から
∴b 諸であったがと思う。・陸軍でその委託による・
. 研究の稜表が行われるから、その際にこの問題
・●を話して欲しいと云う. ことであった。瞳重とは

I - . _ _ 輸_ . _  .  - - ○○輸. 」、、・ i・別段の関係もまた援助も受けていなかったが
∴しかし話をすることにしな場所は軍人含舘で
・∴あった。この時の報勤ま外部に護表は遷擾しな
●: 欲・しいと云うことであった。そのため自分はこ
二五を蛮表するの自由を有しないことに法った。

●
●`

●

子∴: 三イヂユラ二ル打て譲一上
三言‡しかしその後長府干場で費験を‾した三浦三索・
: 氏都、日本金属聾合でニイヂユヲ富子は. る名種
で輩表しているがいこの名縄は自分が名づけた
二・∴∴ご. 二 ・ ・ ◆

; このであるo ノ. 十・.
‾ヽ ●

了この結界我が国では復元に閥する研究をする
古人が漸次多くなったもまたライチュラールの‥よ
D. ’ "

う・に●、慶理方法で材料に強力蛙を輿える工夫
することも考えられるようになったo
もう現在ではヂュブルミンなどを使用二義

’主がなく、復元現象も忘れられた洲こ感じら毒警
手が、海外の文献では時々この言葉がr e , 壷. 箋

0 宝器露盤箋ない。 ・・
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の使用される時が復元されるかとも思はれる言
自分が投じた一石に波紋を塞いて損がった狼も
消えたれ再び渡を起す原因となることがある
かもしれない。. いづ九にしても卸間機構の研究
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薩・筆 軽・’合 金. 史子( 雛。回)
京大教授工博 西. 村 秀・雄 ●

“●政府は雷変の不顕大を聾明しをがら、日華事
変は現地では釜々顕大された。荘精衛を主席と
する尭京政脂が造られて- 感電変は落ちつくか
と思はれたが、戦争はおさまることなく米国と

了の交渉など雲行は悪化をたどった。
とにかく日華苺変の間に工場は擬醸され、生

産は嘗遷したo しかし停止することのない事変
には、. 国民の多くは嫌厭の感をもつよう. になっ
た。それを再び緊張せしめなのは太平洋戦争の
突発であった。

’戦時中の記録にづいて ’

」・ぐ. 思い出すと昭和1 6 年1 2 月8 日であった。学校
で董飯を喰せいた。突然大本醤愛妾としてラジ
オのユふ- スを耳にした。それは西太平洋海域
が鞍等駅態に入ったとの聾明であったo 未だ皆
でこの時はどラジオに耳をかたむけて聞いたこ
とはなかった。何だか身の・しまるを感じて、く
い入るように耳をかたむけな未だにこのラジ
オの轟が耳藍に響くように感じる。大変なこと
になった、我が工業力では米国の工業力を薄手
にしてどうしても膵味水たい。結局へとへとに
疲れで割れるのでないか、それはとにかく毎夜
警戒警報めため暗闇の中に暮すことになろう、
寧態がどうなろうともこれに対して処置する軽
悟だけはするごとが必要だろう、 ・と暗憺たる心
地になったo

しかし駁撃の初期には準備のないところを不
意打ちしたがため、有利に展開したように感じ
られたo 実は敗戦をも勝ちつゞけなものとして
発表されていたのと、園内を窒壊されることも
なかったため、壊想された不安はなぐ過ごすこ
とが薗来たo
しかし海外からの文献は全く入手が困難とな

った。昭和1 6 年即ち1 9 色1 年の年頃から、埜くそ
の輸入が杜絶した。そのため鞍華中の海外の進
歩は経戦後に知るようになったが、それも判然
しない点が多いo この戦争の間の軽合金の進歩

を語ることにしだいが、この期闇の文献の入手
がまだ出恭ないから、たゞ我が園での進歩につ・
いてのみ語る以外に方法がたい。
●また経鞍のまき群衆のことなど考える飴裕や
なく、会紐、●研究所などでは命華でられるまゝに
証鎌を焼き棄てた。支分散して壁されていか、
のも多い〇人の記憶は. また不確実で信用が蹄恭
ぬ。幸い筆者の関係した方面の研究資料のみは
大切なものは皆保有している。何かの役に立た
せたいと考えて、万- を思って一時は分散した
が、現在は手もとにある二・

∴. 聾擾第1 8 轄. 別委員会’●●
・或は余り尋問的な講述となり過ぎるかもしれ
ないが、これを頼りに戦争中のことを出奔るた

こけ詳細に書くことにする。
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昭和1 6 年1 1 月下旬であったと諮憶するが、本.
多光太郎博士、小野鑑正博士などが主宰者とし

て、日本学術振興会D航馨に関する綜合研究
をするための、特別委員会の準備の会合が東京
の加水会館で開かれた。障害. ガ後援ということ
であった。各霞の小委員会が縮成され、そのう
ちに第3 小委員会として韻力軽合金に関する研
究部会が企画され、本多光太郎博士が委員長で、
委員としそは謹め選定されていたが学校側から.
は東北大学の大日向一司博士、早稲田大学の石
川登富治博士と筆者、製蓮業者は置友金属、古
河電工、荊戸製鋼の三証であったうその後住友
は五十嵐舅博士、古河電工は水谷延三郎障士、′
耐戸製鋼は小久保定刻蒔博士が出席され、陸軍
からは小林誠一氏が委員で亘理達郎氏が代理で
出席されることが多かった。醇冨からも委員が
選ばれる筈であったが、陸軍が主宰していたた
めか、殆どそめ協力がなかった。
こ? 委員会は翌昭和1 了年の色月から正式に出

発することになつな損力軽合金というのは何

1 ) 第1 8 特別委員会と探した

埠素価晴代仙∫隼雄)●
′



を目標にするものか、既に原案があるのかと闘
いだが、研究の方針は委員会に委ねるというこ、
とであった。 〇

・・ °勃空襲の日、第一回の会合
第l 回の会合は1 7 年生月1 8 日であっ鴨を。この

委員会の研究会議を矢張り加水会館で開くこと
になった。. 登録後、丸ビルの賽で電車の衆るの

・を待っていた。そのとき突然に窒製だという壁
を聞いた。品川方面の室を見ると線色の気球が
. 上跨られて高射砲の饗を聞いた。何だか不安な
気持ちで丸ビルに逃げ込んだ人もあったが、飛
行機だという人の指さず方に、敵機が東京の窒
. を飛んでいた。
萬- のことを思って会飴へ急いで行きたいと
ククシ」を拾ってかけつけたが、誰もまだ衣で
いなかった。やがて委員の頚もそろったが委員

こ. 長が可なり遅れて見えたo 省線が止ったためで
防塞演習と思っていたという話であったo 始め
ての塞製でぁっ売から、話は暫くそのことで花

. . が喚いた。
とにかく研究方針を定め・ることになり、どう

するかと云って別に案がなかったから、銅を用
いないで超ヂェラルミンの代用になるやうな合
金を造士では. どうかと提案したこ銅は軽合金に・
使用される量はさ程多くはたいが、しかし我が
国の銅資源は必ずしも豊富とは云えない、少し
でも節減が出衆るなら時局に役立つではないか
という考えであった。 ・
とにかくこの提案が採用されて研究を進める

ことになった。ゆっくりと仕事をすることは許
されない。工ヶ月に工度は集って研究結果をも
ちよることにした。銅を含まない軽合金という
と勢いアルミニウム●マグネシウムー亜鉛系合
金をとり上げることになった。この系茄の合金
は既に可なり研究されている、また度々書いた

● E . S . D もその- つであるが、これは板として
使用することは時期割のため余り安室でないこ
また超ヂュラルミンの代りにはそれ程の接ぎも
必要でない。とにかく規格を変更することなく
また麗人して常温で時効硬化を示すやうな材料
をこの系統の合金で造ることが出来るか、検討
することにしたo

工場( 二手騒る堅固. 薫
昭和l 準以来園民徴用令が施行されたため若
い人は全部擦召しなければ畿尉された。大学の

・・ ・研究所は女の子と小僑さんのみで仕苺をするよ
うになっていた。委員会で仕轟を分据しても思
うように進行しない。この委員会の仕苺も三舎
証の研究室に圭として槍当して貰った。大学で
は学術勺年頭のみを引受けることにし劾へこ

. れも思うよう・に出来なかった。
この委員会は委員長が研究方針を萬蕾こちら

にまかされたこと1 委員が小人数であった鴛、
互に気持よく協力して仕蕾が出衣たる’
先づ成分の目標を定め、三紐が試作してそれ
を検討することにしたo この研究には殊に古河
電工の水谷延三郎博士が懸命の努力を. して委員
会の仕轟を遂行した。水谷延三郎博士はその後’・
突然若くして逝去されたo この委員会のことを一、
思うにつれて仝氏のことが思い出される。若い
篤学の士を失ったのは惜しいo とにかく全氏の
提出になった資料から出来るだけ選んで革を進
めたいo
当時規定. されを邁ヂェラルミンの板の規格を“

亥に示したe
抗張力 伸 耐 力 ・

S DH競輪 > 4 3 k g / 皿面容> 1 4 % > 2 8 k g / 皿孤容

S DO規格. < 2 5 > 重0

この規格をそのまゝにして亜鉛、マグネシウ
’ムを含むアルミニウム合金に膣用すると、成分
として亜鉛カリ6 - 7 雰程度でマグネシウムは
2 ヲる前後を選ぶ必要がある。なおこれに時期割
を防止する意味でマンガン0 . 7 5 〆クロム0 . 2 5 劣
を標準にして加えることにした。また銅を加え
る必要があるかどうかと考え、 l ヲ6 ,  0 ・奇形を加
えたものをも試作することにした。・

古 河 の 試 作 品一

水谷延三郎博士の報告から例をz n  5 ヌ乞、 Mg
工. 5 劣を目標とした合金にとって示す尊にした、
第重義はその試料の分析成分であるo
この合金が常温時効をするか、また焼入軽度

を何度とするかを知らねはならぬが、第2 表に
3 8 0 °,  4 2 0 o ,  4 6 0 °Cで焼入れし、 2 0 日間時効せ

しめたときの性質を示すことにした〇 ・

(  7  )



第 王 表 :  .

号 z n ∴ふ重g 岬重∴砿I l ( 3 r  S i 耳e

1  5 . 0 3 宣. 6 8 - 0 . 7 3 ’ 〇二 0 . 2 0 0 . 2 2

2 5 . 1 3  1 . 6 9 0 . 5 5 0 . 7 3 〇二 0 . 1 4 0 . 2 1

3 5 . 1 6  l . 6 8  l . 0 生 0 . 7 3 - 0 . 1 8 0 . 2 2

4 ・ 5 . 1 3  l . 6 9 - 0 . 7 6 0 . 2 2 0 . 1 6 0 . 1 8

軍5 ・1 7  1 ・6 4  0 ・戟0 ・7 9  0 ・2 3 “0 ・1 5  0 ・2 0  )
6 5 . 1 7  l . 6 6  l . 0 3 0 . 7 5 0 . 2 4 0 . 1 6 0 . 1 9

この合金は常温で時効をするが、超ヂュラル
: ミシと比較すると、その硬化の速度がゆるやか
: で、釦日以上でも硬化をつゞゆる。; またこの合
は4 2 0 °Cで焼入れることが- 番よく、超ヂヱ
ルミンやヂ÷テルミンとは擬人の温度が低い

…ことも注目される点であったo
坤第合奏に麗人温度と時効後の磯城性質を示し
た〇

第 2 ・表
( 里位抗張力太g l 皿肌2 伸%)

番号議薪容態薪奄緩薪容態薪在
聞
繚3 6  1 7 約・ 1 8 ●却.  1 7 8 9 2 0

楼3 6  1 7 4 9 工8 さ8  1 7 3 7 ●1 9
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縦
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ヽ
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4 生 1 9 4 3  . 工8 4 3 1 9

4 3 1 9 4 1 1 9 4 0  ・1 9

4 5 2 0 4 5 ● 2 8 4 5 1 9

宛 工9 ・色 2 1  4 3 2 2

圏
臆
四
書
閤

1
3

1
4

1
3

1 8 4 1 重8 4 1

1 7 4 1  ・ 1 7 4 1

1 7 4 4 1 8 4 2

1
8

1
6
・
1
 
8

` 盤 1 7 4 4 2 0 4 8 工9

4 8 1 8  . 4 6 1 5 4 5 1 8

14
6

一
i
D

-
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ふ

4
0 8 4 5 1 8 4 5 1 8

2 0 日の時効で見るとS D且の規格として抗張
力生蝕g / 皿m隻以上で、伸が1 事を以上のものは求
. められることが考えられた。 ’
しかし8 0 ( 」。Cと3 ヰ0 。Cに. 加熱撼冷した燐鉱材

について調べ’ると、第3 菱のよ・うにたった。
第・ 3 表

圏園圏
23 1 3

2 4 1 3

2 亀 ’ 1 2

・ 2 5 . 1 0

きき‡
26 1 7

●●

2 5 1 5

2 3 ・ 1 5

2 4 .  1 4

報
.

二
,

上
を
巨
紺
曲

: 靖
蒔
擢
蒔

25 工. 1

2 5 . 1 1

2 6 9

2 7 .  1 0

2 7 ∴ 1 0
2 7 9

2 7 . 1 1

2 7 1 1

2 3  ・ 1 5
2 3 1 3

2 6 1 1

2 6 .  1 0

2 6 1 1

2 6 1 0

2 6 工0

2 6 1 0

一 これから見ると焼鈍材の規格と青竜抗張から
k g / 踊} 1 露以下で、伸が1 ) 劣というもあは時効材
としての張さが不足する、坑張力の高いものは
焼鈍材の伸が不充分であるという蕾を知った。

偉 友 の 試∴搾・品
もう- つの例として住友金属でZ n  6 劣、 鴫

合ブタ、勘無しO・8 ラムC r  O・鐙劣を目標として造ら
ふれた板について機械性質を第壬蓑に示した。

第 ●4 ● 衷.

盤幣・藷皿第藷罰
副題患
可驚

18 4 5 ’宣8

1 5 岱∴∴士7
4 5 1 8 4 4 ・ 1 6 .

4 5 1 6 4 5  ・ 1 6

二
∴
∴
-
∴
"

これでは充分超ヂュラルミンに比敬する轡破
性質を示している。この漢人時効せしめたもの
は、その麗人前の加工度が時効後の性質に影響
するから、その影響を調べた結果を第5 菱に示
した。

欝鯉絨
5 0 篭

6 8 盤

7 0 鰐

8 0 篤

第 5 表

驚霊 ●鰐
4 7 1 7

4 7 1 6

4 8 1 8

」8 1 5

4 7 1 7

」7 1 4

」7 1 8

4 6 1 5
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但し厚さ1 調教直の板で竣0 ○○ l 暗闘加熱水冷
時効せしめたもの

これから見ても余り焼人前の冷開加工度駒形
響していない。 ( 3 9 頁へ続く)

(  8  ) .
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誌字雪繋繋繋繋予言し子
種は改造す毛塚合点b 磐哩全軍増血i 皿i z e d・一一ウノ.  - ’1 ‾こ “; 当

‾ ・・ ・ ●.

S 七e 手書カロライヂシクかアブレ. ミ被覆のスチール
? - を含む) 叉はアルミニウムを主成分とせぬ

● - ヽ◆
◆

● - ●●●l ●・、 ●

合金、若しくは化壁的ア高ミニウム盤及び燭媒「
としで使用するカレ. ミニウム合成物の捜濫用に’
: アルミニウムを使用する場合には本令を適用せノ
玩・・ ∴三㌧: ・晋雪辱∴・・し・ ・▼三
. ・第六室持瑳用途に封するアルミニウムの使・
●用:  、本令弟五重に述べだア生ミニウム使用制限
“あ他に’てa ) 何人も楼台軸勺叉は潅築上の用途に∴
必要な以上の数量叉は良質のアル. ミ三ウムを製
造、組立若しくは揺蓮に使用してはならない。
: ( b ) 何人も化粧又は装飾用目的のため製造、 - 組

な構造にア) レミ. エサムを使用. ・してはならな
くc ) 第八華に記載の例外叉は特に国家生産

局の指示せるものを除き、工8 5 1 年5 早及び6 月
中や於て、附表Aに掲ぼる各品目の製造、若し
・くぼ附表A各品田用の構造に、基準期間中比の
聾品目に使用せるアルミニウムの月平均の5 1 劣
. を超える数量のアルミニウムを使用してほなら
●ない。但し上話期間中と難も、 1 9 5 1 年2 月2 0 日・
音以前の受諾分売完成のための外、● ●非住宅用の窓
製造にアルミニウムを使用しては●ならない。か
っかゝる用途向アルミエウムの使用は本項及び
二本令第五章の規定の適用を受けか、。 ●“

第八葦 例外規程:  a . 国家生産局親則容に定
め・た優先制度により割当てられた註吏( 附表A
・に掲げた品目に対する発誌を除く) を調達し、
・琴それ以外の生産局委託達文に應ずるために必
. 重なアルミニウムの使用は、本令第五叉は第七.
・章の規程により認められる使用に加えで許可さ
れる。命附表Aに掲ばだ品目の申※印を附した
ものに対する註史を充足するに必要恵アルミニ
ウムの使用は、本令第五、. 第六諾しくは第七章
の規程により認められて居るアルミ= ウム使用
の外に許可される。こ・の規程は酒屋防備兵を含
む米園窒採用、及び結舶( 邁蒐艦を除く) 航窒
撰、病院の建造、麟獲叉は設備用、若しくは葺
指定の編成品供給用としてこの蟹品目が許可さ
れて居る。附黍Aの品目で※即のないものにつ
いては割当如何に拘らず、謹吏充足に必要なア
・ル●ミニウムの使用は本令第六華に記載の使用制

.  J

隈の適用を受鵬主.  ∴ 言寄
袈喝を緩和された製品 附表A ( 禁止品目約2 0 0 種う、-

の申※印を附せられたものは亥の通りである。 ・ ∴輩

襲繋義認
に一定の親睦を保たせるためのもの大石茨、小荷物及
び屈の滴蓬運搬装置( ㌣子- . ト●・・高所から滴らして移
す器) 、箔丙張りの容器、笠右( ゴービング) 、蛇腹、コ
ツプ、屍、網戸用窓枠( 綿を引張る上下のバーを含む・ _ ’宅
〕、家具( 医藻用、歯科用及び病院用) 、中堅器具類、・金‾藷

器諾講義言霊誤諾議
( 計算尺や其の他工学上使用する薮術用を除くト続く‾
防虫縞及び工業用科学用装備に使用するものを除く) 一 事
記号( 広告を含む) 、石鹸入れ及び浴室器具、テント用

器警器慧蒜墓誌詰
用談鯖を除く) 、瞬ブラツシ及び水呑コップ台、タオ士
ノ噛げの棒、馨普く救難用、塞襲用及び火災警報用を言
除く) 、潟管( 換気周、暖房用及び通風用)   ’ ∴・∴霊

‡÷繋
( 8 貫よ・り)

‥● ∴- 言薫
き定盤能材について調べた結果を第も表に示 こ‡

.  、 ・. づ表

・した〇・ ・ ・ ・ ∴や
第 6 衷

’∴籍置繁・撰繁塵

’.  ∴5 p ’!

6 0

i 7 0 !

8 0 i

●薬屋詔
3 4 0

●

2 7

3 0 0 2 6

● 3 4 0 2 5

3 6 0 2 6

3 4 0 2 6

3 6 0 2 6

3 4 0 2 7

3 6 0 2 6

伸
%
1
 
0

8
.
9
調

1
0

8
1
0

1
2

但シ. l 丁1 重Ⅲ板で各湿度に3 時間加熱炉冷する

焼鈍材では規格より抗重力は高く伸は少い○
この点が届け加工とか搾り加工を施すときに割
れる恐れがあるから、どうもS Dの代りに用い
・られるかどうか疑問であった。 ( 以下亥号)  ●.

( 3 9 )
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・` 言 で・. ・・.  ’ ●二 l ・

・、 ・・  ’ ●京大教授’土樽
●1

∴S D慎代用品を押出理財に

∴
,
‥

一
.

西
∴

・、とにかく板としてS D瞳の代りに使用されて
も盤銅材即ちS Db の親格に人をことは困難埜’’.
感じられた。繰返して詩作して貰って試験した

卒. どうも思うやうな材質のものが得られ郎ゝ
った○● “ ・-

・も・うこの研究はこれで打ち切って新しい方向●

向. う: ことにトやうかと考えをが、●折角研究を・
! 始. めたのであるから、鍛造材とか押出型材を造
〇、.

‾

つて見てはとのことになって、その武術雪∴、●
●

手ことに事を。∴一f ‥̀.

●押出壁材の親権として広 言 l

拡張カ柳女g / 皿m雷以上、耐力2 7 長g / 皿皿2 以上、

伸●1 2 %以上’・
と定められて売る。老しこれに合格するものが
衆るなら、使用されるかもしれないという. 講
をもって、’同擬に3 註( 住友、古河、’融銅)

」に試作を引受けて貰ったo
} } ●

∴’・試 作’の’: . 好∴成’綬 章

…古河電工では先ず大阪伸銅所で試作した。そ
の成分は第工表に示す如くz 屯6 ’劣、 Mg . 容〆、

Mh O・了5 ヲ乞、 C r  O . 8 5 ブタ、 A重’蜜分を目標とした

鳥のであったこ
第 l 表’

番号 Z n ∴∴Mg } I n 亘r  s i  F e
1 も. 1 5  2 . 0 0  0 . 花0 : 2 7 . 0 . 幻0 . 2 5
2 6 . 0 7 2 . 0 0 0 . 7 2 0 . 2 9 0 . 2 5 0 . 2 壬

. このビレットを8 時間弟8 0 - 壬的OCに加熱し

こ霊謀議蒜蒜窯業
町押出した型材は4 1 Ⅲ3 - 1 又は4 1 1 3 二3 という番号
. のものであった。
’・

1

●
_

●

-

●

-

タ

へ
二

言

・
∴
∴
●

)
∴
掴
∴

・
第
-
(

.

雅

史
.
秀

金
.
.
凋

籍 2 表
・蔑入湿度

’・・! 叩

. 俄0

番
・
珊
.
帥
.
邸
帥

号 擁護
1  . ・ 5 4

2
∴

5 2 ・

1 ∴・5 3

2
. ,  5 0 ’

. 封0 . 1 5 2  .  .  1 3

・・∴蝋b 2 . 5 0 . ● ’1 2

な輔カも規格を充分満足させかたつこの豆
●“試験は時効1 0 日であったが、既に述べたよ・う・に
この合金は里0 日でも硬化がつゞいて、後1 ヶ月
宣大体変化がたくなるから、嘉虹力は実際これ
以上の数値となると考えられた。 ・また超ヂュラ
示ミンで既に知られたよ●ぅに押出材は、姪延の
板な義元醸して張力であることがこの料で
. も証明された。

∴:  , 押出型材の握力. なる ・
園理

●. 押龍型材が野人時効した蕩合、その機械性質
料斯様に跨れているこ・とは、. 現韻型材の張力性
として既に論議されたものであったo
ついでであるからこの張力性の漂因について

一言述べて於きたいo .  .

押掛材は篇塊を加熟して錨塊の組織が完全に
均- - 化されているうちに揮出して造るため、押
出したまゝでぽこの不均- さが多く残されてい
る。∴またそれを焼入れのため加熱してもそれを
完全に均= 化出奔ない。また押し出しのための
金寵の流れが繊維として残される。これが押出
材の韻力性の原因を造るのである。この間題は
夏め. て書くこ. とにしたいから、これ粒にして話
を霞Dにも、どすことにする。

押 距 離 蜜 の 比. 鞍
古河電工の大阪伸銅所でこの押し出しをした
とき、超ヂュラミシなどに比較して、押し出し
が容易で、その速度を数倍にしても差麦が窪
いことを知った。これは予期しなかった一つの

函館管が’

電
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!
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㌫. 二才∴∴: ‾∵仁・言∴ ・ ・
」であ●ぅた。●当時、押出壁材の製造が航重機
の一つの騎路と在っていた。急に野路機を

造することは困難で牽っをから、若し押出し
能のよい材料があった左. らぼ、. それだけ製造
カが増すことにな●る器であるから、この発表
韓日すべき間翠であった〇二
第3 表に- 例として、上記のN〇、2  ・の材粗を

雀0 0 0 C で押出した時の押し出し時間を示した。

. 第了を∴: 、二∴二・
遠島∴叢等●葦∴融時間・

●●

・; 知1 1 ㌻3 ∴ 4 0 0
い ●∴

・4 0 0・ ・ ●`  ・ - ∴∴∴∴→∴∴,∴・●ご I .

′●
●

●、
●

・・ノ当・言 …、聖
. 。. . . ナ了4 0 0 i ・

● -
● .  ● - ヽ- ●

∴・了・0 -  ∴特i  ’●
・・・ク. 2 上4 分1 0 移、、

: ・宰: l 言3 分3 晦・
黒二7 . 0 二言. 3 分3 5 秒
一・台∴・ 、・“・ “イ

こ曾速度は超ヂュラ. ルミンに比較して1 ・3 費. ・
さら倍早いということであった9 しか●し実際押.

ト●●

庫速度を ・●特に加減して造ったものではなかつ
売。これ以上の速度で押出し得るかヾその点は
’まだ検討されて勧ゝつな・・∴・ - ・ ・・

; この報告がなされたためこ委員会では若し押
’’田野の成績が思うおで守れ、とき麻研究のみ●‥
針が或は変更しなければならをいかと考えてい
をのだが、億かしろ新しい発見をしたので、●暗

を認めをよ・うに、カ騒く感・じたo こ. の
点をも・づとつき進めて研究することになった。 1
・この押牌性能に関して、直に結論を輿えるこ
とは早い、なお確める必要が写るため、古河電
工以外でも実験をしたo ∴ ! ・
′また蓮ヂュラルミ. ンをS Dで表示していたよ
うに: この合金を蛸Dという. ことに話が陸葦か
らの提案でまとまつを。これは本多醇士が委員

’長であっ苧係で、宙のイニシャルをとったも

詰るo - こ. ゝ脚という干した韓で
研究とし\ うものは何か目標を置いて進んで着
手するも本筋の仕轟は思うように進行しないと
き、●いろいろと工夫したり苦努をするうちに、
●即急方甲に、進む遠が偶然にも開ける二・とがあ
るo この場合もそうであって\ 焼鈍材が規格の
ものを造ることが出来ないからと云って、研究
手を棄てゝしまったならば、この発展はなかった

やら∴ ナ
∴●!

・であろうo  ’∴

頑- つの材料に壁の性質に膣も定規読書
造るべきで、他の材料の規格にその・ま1 , 季ては等
・めることには始めから無理があった。思うよ・う. 曇
. “●にならぬときは人の心も沈み勝となるが、押し’:
●

出しの華能がよいということ; これが当時の型 ∴
薄の生産陸路の打開に役立つかもしれねと考え 言

二ると、元気が出た○仕事に乗り気でなかった天・ : 二・▲
も、協力して進むようになる、 : という藷であっ∴- ;

たo ●∴. ∴’  ・ ・章三
∴融戸蟹鍋の賓輪:  ∴
●古河電工の大阪伸銅所での結果は偶然に知っ
たのであるから、これを確認するために他の工:
丁場でも同様の実験れたが、第4 表は融戸製鋼士
の長腐工場で行ほれた結果であ・る。 ∴ ・ ・◆‥予言事

∴, ,  ・∴第4 . 衷 言薫
・灘露豊麗警●. 鶉諾- ・●:.  〇〇 〇〇

備0  “釦0 4 1 0 仁5 5 6 、錐. 事. 貌.  2 的- 1 7 0
"  ∴即5 ヽ・宅1 0 4 - 5 0 ・ 6 . 3 0  1 . 3 0  2 幻費1 7 5

ゲ.  4 1 0 . 4 1 0 5 「3 2 ’6 . 1 8  1 . 1 2 ・2 軍0 〆1 6 0

ク ●

4 1 5  ・ 4 2 0 3 - 4 7 6 . 3 0  l . 6 7 2 3 0 ′} 1 6 0

〃・ 4 2 0 ∴. 俄0 1 - 工7 6 . 1 0 4 . 乃 2 1 5 ̃ 1 5 5

材料分析 z n  5 . 6 2 %● 丸I g ●l , 9 2 タを Mn  O , 樽%

.  、c r れ4 % ・耽d . 2 5 % . S i  O . 2 6 タ` ∴・くこ

この実験は3 6 0 噂押掛桟で行ほれた。 : S D b
一押出しは押し辞し速度0 . 8 - 0 .  9 皿/ 分で行はれこ
ろから、これに比較してその速度が早くなって・こ
いる。もっとも 4 皿/ 分以上では押し出したと
き押出材に剥離が生じ、使用にf 耐えないものと省一
なったが、 1 ・5 - ㌔ O皿/ 分筆度では製品は完全
・であうた。 S Dに比較してこの合金が押し賭し
易いことばこれでも証明されたo また押し出し・
猛襲も圭0 0 o C 以下でも可能で誇8 0 0 C で押出して
差支えない。これも現場の仕蕾としては都合が
よいものであったo

. . ● 操大霜効と麗人軽震の影響批毅 - .  、

かように押出材として使用が可能であるから’
‾・これの性質を充分に調べることにした。舞5 蓑

は乙n  5 . 5 生彩、 Mg  2 . 1 8 タ各、 Mh  O . ・7 4 夕ま、C r

( 3 2 頁へ続く〕

.  . ( 3 ) ∴

●′●
●



欝寧手綱繋. ∵㌘∵享∴二塁繋警護驚繋ノー ● ヽ●
ぐ, .  . 了 - ヽヽ - 章. ○○‾’5 ‾

◆ 事で∴J 一

十音 子●

とぎれやるこ聾等聖書笹津含有∴ ●毒四品二軍尋竃遥〕翠一 ヽ ′

. 主謀牽及び其折合全軍: o l 尋轟●M議料語群にづ 鉄中の’A l 或は単の化学ポチテ予定壷は窒化物
して、埠熱、電気抵抗、’・熱分析法にようで愛顧過程の.  ・・A記すのそれで固落体ではないか

それぞ暗

二審吟味をなしたねこれ等の測定諮琴より∴ ・・・ 、言∵∵こもる) 依って埋、四を計算すれば上寿の関係から窒

撃撃聖二竺聖撃竺聖聖篭三豊尋. 1 ■“

串. “てl  ) 功%京l 含有其析合金は襲入れ後の欝混時効に

護る発熱専分以事に完事C終了し発熱法度は1 0 0 0 に」来る〔竹内栄・昭和2 準秋・名古屋講演会( - 1 3 7 ) 参照十善二‾一

嘉霊’諾芋窪誓書三二二蕃議莞蒜叢諾意叢●
ヽ

‾

圭- 〔2 ) 撰入れ涯度を襲えをモ・とにキ申請温時効の速度; 畢A草: 津幡鉄中に不定に濡留するためである・こもが繋讃_ ノ・ふ・ ′ ふ. 全く桑全霊鱒

化縫ずるo , ・圭三業等寧: ∴三㌧言∴抽話宮の検鏡諸栗によ・。郷関したo 予∴宣′, ■′ ・十・ ・

ごく3 ) 共演合金の常澄時効1 - 2 牒間後に蔑戻しする

専ら裏の嘩甲で聖書・空準華些発熱を
手島を睦奉牽瞳蜜を+ l てぇ料・

薗竜姦転読義果料童話磁霧● I 、段ゐ比熱、・三二

電通義率学卒空夢手車率読売2 出る◆ “

l  j
●・;  ・上記実験藷菜をÅ1 による熔鉄の睨窒効果なる面カニ
やみ老早生添加によ申熔鉄? 輿の吸壷墨壷舛言

: ・から確かに臨葦が行われているのであるが、微粒腱窒
威生物早早を襲菜浮昇させる手段を講じなければ◆
・A工による麗董効果を余り期待すさことは出来試売票柴野誓里謡霊と聖楽享遵

・・l

藷謹書蕊醸嘉∴二言

ら空? 薯誓書. ら竺比撃、雪気誓捷巽・、● . 農∴∴∴∴●⊆〇 二一

㌍急激に跨加を
ト ●_ ■一 . - 細 ′ 1 _ し・ ◆ 一・ ◆ ●

● .

挿お蝶測定よ男時頼難度は2 榔料詩学{ 二’・÷ _ ●・・
- i

季l 言争. 賽析琴準汀する享宣言

≡汝王ら測定績兼吉り蜜料ゝらままみて来た如き中間
●i 一

.  -
●

慧蒜芸慧嵩憲二l ◆ ●●
●

による熔銭の随につ当て)  ( 東批大学教授理斎藤

宣言土・高車三三宇し繁‡二二宣言三肇葦料率襲撃≒薫二二三二笑
0 .  2 4 タダ二軍i O . 2 7 夕多の合金の押出型材を理0 ?
量登

l 時間加熱魔人し、.  2 0 日間時効したものと
大ののち、∴1 2 0 。C●垂4 時間湧戻したものとの棲
械性質を表示してト、る。 ●霊と, ・ ∴ `

・・・一言二十. ∴第・ 5 “衷●十一二三、●∴ノへ“
す∴∴∴ ● . ■ . ′∴ ヽ

●

言■∴質入時効’∴: ●撰入. 撲戻
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離謹言第・葦耀言、射: 震義
言上/ 輪∴1 4 ∴富士霊薫く三

●●
●

・二・・∴∴ 5 5 ∴・1 3
∴∴ぇ∴5 6 ∴- ・ 1 3 ∴切∴・宣∴宣誓

∴言上三三∵㌢言霊薫
・麗人陪賓したものは抗張カが5 5 K g / 血中何- ∴ ・

工甥程度で、焼戻すると抗張力稽堆く5 - k g /  ÷ “
皿? 、 ・柾堰程度であった。この経度での院展
では抗張力は嘗きない結果を具えている。 ・硬度
を測定したが8 0 o C ●位での裡理が巌も・硬くなつ
なかと諷憶する〇 ・
この合金で初めから・注意されたのは時期割れ

の問題であった。歴力腐蝕を受けて破断するよ
うでは使用されない。試作された板について先●
ず磯村きれた∴タロも、マンガンを加えられた
のは暮らこれを防ぐ売めであったが、腐蝕はデ
ュアルミン系合金よりは少いが、亜鉛が6 考以
上になると時期割れの演向が認められた。製材、
についても同様であったo  ( 以下亥号)

.
◆

直三)  ・著者は今迄に排し年: F e -  i ; 岬e 丁鵡タ早←Mn ∴: :

藷繋警護翠議案書警
: 薫と親和ガの輯い●A l を添加した熔郵鉄合金にっいて
同様な吸牧実験を布ちたあその結束を略述すると亥の
通りである。即ち燐酸せこA l ・合金に窒素窄スを通じ● ヽ章

を三ると反応は速かに進行し、 ’窒化無’A量輝が成年される
一・. が、 A l 勘の斑点は2 0 0 0 。以上であるか勧旋温度( 約

置OOO°) では安定なくA議書の解離圧がl 血血になる湿
度は約2 9 0 0 0 ) 個体であり且その比重は3 ・0 5 であるか
ら満鉄より分離上昇し、熔融耳e - A l 合金自身の窒素
含有量は少い。即ち甲による熔鉄の腕窒現象が起る
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